
食
品
産
業
の
景
況

食
品
産
業
の
景
況

製
造
業
、卸
売
業
、飲
食
業
は
低
下

　

２
０
２
５
年
上
半
期
の
食
品
産
業
の

景
況
感
を
示
す
景
況
Ｄ
Ｉ
は
、24
年
下

半
期
か
ら
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲

６
・
０
と
な
り
ま
し
た
図
１
。業
種
別

で
は
製
造
業
、卸
売
業
、飲
食
業
が
前
回

か
ら
低
下
し
ま
し
た
。一
方
で
、小
売
業

は
前
回
か
ら
上
昇
し
ま
し
た
。

　

25
年
下
半
期
の
見
通
し
は
、25
年
上

半
期
か
ら
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る

も
の
の
、▲
４
・７
と
引
き
続
き
マ
イ
ナ

ス
値
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

業
種
別
で
み
る
と
、製
造
業
は
25
年

上
半
期
か
ら
上
昇
し
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮

小
、飲
食
業
も
上
昇
し
プ
ラ
ス
幅
が
拡

大
す
る
見
通
し
で
す
。一
方
で
、卸
売
業

は
25
年
上
半
期
か
ら
さ
ら
に
低
下
し
マ

イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
、小
売
業
も
低
下
し

マ
イ
ナ
ス
値
と
な
る
見
通
し
で
す
。

販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
幅
拡
大

　

２
０
２
５
年
上
半
期
の
仕
入
価
格
Ｄ

Ｉ
は
、24
年
下
半
期
か
ら
３
・５
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
80
・
８
と
な
り
ま
し
た
。22

年
上
半
期
か
ら
80
前
後
の
値
が
続
い
て

お
り
、コ
ス
ト
高
が
継
続
し
て
い
る
状

況
が
う
か
が
え
ま
す
。ま
た
、販
売
価
格

Ｄ
Ｉ
は
、３
・
９
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
55
・

１
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、販
売
数
量

Ｄ
Ｉ
も
４
・
８
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲

16
・
５
と
な
り
、24
年
下
半
期
調
査
か

ら
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

25
年
下
半
期
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
は
９
・
１
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
71
・
７
、販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
６
・
９

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
48
・
２
、販
売
数
量

Ｄ
Ｉ
は
７
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
▲

９
・
４
と
な
る
見
込
み
で
す
図
２
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、25
年
上
半
期
の

仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
は
飲
食
業
で
最
も
高
く

96
・
９
、次
い
で
小
売
業
が
90
・
６
、製

造
業
が
82
・
８
、卸
売
業
が
71
・
２
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
も
飲
食
業
が
最
も
高

く
82
・
８
、次
い
で
小
売
業
が
81
・
１
、

製
造
業
が
52
・
９
、卸
売
業
が
49
・
３
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、川
下
に
近
い
小
売
業
や

飲
食
業
で
は
、製
造
業
や
卸
売
業
に
比

べ
て
、仕
入
価
格
も
販
売
価
格
も
上
昇

し
て
い
る
と
回
答
し
た
事
業
者
が
多
い

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
は
飲
食
業
で

最
も
高
く
６
・
２
、次
い
で
製
造
業
が
▲

12
・
１
、卸
売
業
が
▲
24
・
１
、小
売
業

が
▲
35
・
６
の
順
と
な
り
、飲
食
業
以

外
の
業
種
で
は
マ
イ
ナ
ス
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、製
造
業
・
卸
売
業
・

小
売
業
で
は
販
売
数
量
が
減
少
し
て
い

る
と
回
答
し
た
事
業
者
が
多
い
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。

経
営
発
展
へ
の
課
題
は
人
材
確
保

　

今
後
の
経
営
発
展
に
向
け
取
り
組
み

た
い
課
題
に
つ
い
て
、製
造
業
で
は「
商

品
・
生
産
物
の
見
直
し
、開
発
」と
回
答

し
た
割
合
が
最
も
高
く
、次
い
で「
人
材

確
保
」と
な
り
ま
し
た
。卸
売
業
、小
売

業
、飲
食
業
で
は「
人
材
確
保
」と
回
答

し
た
割
合
が
最
も
高
く
、次
い
で「
人
材

育
成
」と
な
り
ま
し
た
。

農
業
の
雇
用
や
労
働
力
の
状
況

農
業
の
雇
用
や
労
働
力
の
状
況

常
時
従
事
者
数
は
業
種
ご
と
に
差

　

２
０
２
５
年
７
月
の
農
業
景
況
調
査

に
お
い
て
、雇
用
や
労
働
力
の
状
況
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、農

業
全
体
に
お
け
る
常
時
従
事
者
数
の
規

模
は
、「
５
人
未
満
」が
64
・
０
％
、「
５

～
９
人
」が
19
・
８
％
、「
10
～
19
人
」が

９
・
３
％
、「
20
人
以
上
」が
７
・
０
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

業
種
別
で
は
、稲
作
や
畑
作
、茶
、果

樹
の
常
時
従
事
者
は
他
の
業
種
に
比
べ

て
少
な
く
、「
５
人
未
満
」が
７
割
超
と

な
り
ま
し
た
。一
方
で
、施
設
花
き
や
キ

ノ
コ
、養
豚
、採
卵
鶏
で
は「
５
人
以
上
」

の
割
合（「
５
～
９
人
」、「
10
～
19
人
」ま

た
は「
20
人
以
上
」と
回
答
し
た
先
）が

５
割
超
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、農
業
全
体
に
お
け
る
経
営
に

従
事
し
て
い
る
外
国
人
の
人
数
は
、「
０

人
」が
79
・
８
％
、「
１
～
４
人
」が
11
・

７
％
、「
５
人
以
上
」が
８
・６
％
と
な
り

食品産業における各種景況DIと、農業における雇用と
労働力に関する調査結果を紹介します。

―農業景況調査（2025年7月調査）―

農業の雇用環境、
６割超で給与上昇

―食品産業動向調査（2025年7月調査）―

食品産業の景況ＤＩは
マイナス値継続

日本政策金融公庫 農林水産事業
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ま
し
た
。業
種
別
で
は
、稲
作
、畑
作
、果

樹
で「
０
人
」が
９
割
超
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、キ
ノ
コ
や
養
豚
で
は
、「
１
人
以

上
」（「
１
～
４
人
」ま
た
は「
５
人
以
上
」

と
回
答
し
た
先
）が
約
５
割
、採
卵
鶏
で

は
約
６
割
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
の
雇
用
状
況
は
不
足
が
継
続

　

労
働
力
の
過
不
足
を
表
し
た
雇
用
状

況
Ｄ
Ｉ（「
過
剰
で
あ
る
」と
す
る
割
合

か
ら「
不
足
で
あ
る
」と
す
る
割
合
を
差

し
引
い
た
数
値
）は
、▲
36
・
６
と

２
０
２
４
年
実
績
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
し
ま
し
た
。

　

経
年
変
化
を
み
て
も
直
近
10
年
の
間

は
▲
30
以
下
の
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
値
が

続
い
て
お
り
、農
業
の
雇
用
状
況
は
継

続
的
に
不
足
の
状
況
に
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

改
善
へ
の
取
り
組
み「
給
与
」が
最
多

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、「
労
働
条

件
・
労
働
環
境
の
改
善
に
向
け
て（
直

近
２
～
３
年
の
間
で
）取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
」と
し
て
、農
業
全
体
で
は「
基

本
給
や
賞
与
の
引
き
上
げ
」（
66
・７
％
）

と
回
答
し
た
割
合
が
最
も
高
く
、次
い

で「
機
械
化
な
ど
に
よ
る
労
働
負
荷
軽

減
」（
56
・
３
％
）、「
労
働
・
休
憩
時
間
の

適
切
な
管
理
」（
44
・
７
％
）と
な
り
ま

し
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、常
時
従
事
者
数

の
規
模
が
他
業
種
に
比
べ
て
小
さ
い
稲

作
や
畑
作
で
は
、「
機
械
化
な
ど
に
よ
る

労
働
負
荷
軽
減
」が
最
も
高
く
な
り
ま

し
た
。

　

常
時
従
事
者
数
の
規
模
別
に
み
る
と
、

規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、「
基
本
給
や
賞
与

の
引
き
上
げ
」や「
職
場
環
境
設
備
な
ど

の
充
実
」、「
各
種
手
当（
通
勤
・
住
宅
な

ど
）の
充
実
」、「
研
修
制
度
な
ど
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
」、「
人
事
的
な
評
価

制
度
の
整
備
」と
し
た
割
合
が
高
く
な

り
ま
し
た
。規
模
が
大
き
い
経
営
体
ほ

ど
、雇
用
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
表
。

所
定
内
給
与
は
上
昇
傾
向

　
「
基
本
給
や
賞
与
の
引
き
上
げ
」に
関

連
し
て
、実
際
に
、従
業
員
１
人
当
た
り

の
所
定
内
給
与
の
直
近
１
年
の
変
化
を

聞
い
た
結
果
で
は
、農
業
全
体
で「
上
昇

し
て
い
る
」（
65
・
３
％
）が
６
割
超
と

な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
７
月
調
査
と
比
較
す
る

と
、農
業
全
体
で
は
６
・８
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
て
お
り
、業
種
別
で
は
、稲
作
や
北

海
道
の
酪
農
な
ど
で
、「
上
昇
し
て
い

る
」と
し
た
割
合
が
大
き
く
増
加
し
て

い
ま
す
図
３
。こ
の
こ
と
か
ら
農
業
分

野
に
お
い
て
も
賃
上
げ
の
動
き
が
少
し

ず
つ
広
が
っ
て
き
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
１
年
の
見
通
し
は
、農
業

▲60

▲40

▲20

0

20

上 下 上 下
2016 17

DI

上 下 上 下 上 下
18 19 20

上 下 上 下 上 下
21 22 23

▲1.8
▲6.0 ▲4.7

上 下 上 下
見通し24 25

図１　景況DI（食品産業）の推移
◆ 食品産業の景況はマイナス値が継続

【DIについて】食品産業における景況DIは、売上高DI、経常利益DI、資金繰りDIを単純平均したもの。

DI
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▲20

20
40
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80
100

上 下 上 下
2016 17

0

上 下 上 下
18 19

上 下 上 下 上 下 上 下
20 21 22 23

上 下 上 下
見通し24 25

仕入価格DI 80.8

71.7
販売価格DI 55.1 48.2

販売数量DI ▲16.5 ▲9.4

仕入価格DI 販売価格DI 販売数量DI

図２　仕入価格DI・販売価格DI・販売数量DIの推移
◆ 販売数量DIはマイナス幅拡大

【DIについて】「①上昇（増加）した　②横ばい　③低下（減少）した」から一つ選ぶ形式となっており、「上昇（増加）した」の構成比から「低下（減少）した」の構成比を差し引いたもの。
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全
体
で「
上
昇
す
る
」（
61
・
９
％
）が
引

き
続
き
６
割
超
と
な
り
ま
し
た
。直
近

１
年
の
変
化
と
比
較
す
る
と
、茶
で「
上

昇
す
る
」と
し
た
割
合
が
51
・
８
％
か

ら
58
・
９
％
と
な
り
、特
に
増
加
幅
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。次
に
、従
業
員

１
人
当
た
り
の
所
定
内
給
与
の
直
近
１

年
の
変
化
を
常
時
従
事
者
数
の
規
模
別

に
み
る
と
、規
模
が
大
き
い
ほ
ど「
上
昇

し
て
い
る
」と
し
た
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

同
様
に
、従
業
員
１
人
当
た
り
の
所

定
内
給
与
の
今
後
１
年
の
見
通
し
は
、

常
時
従
事
者
数
の
規
模
が
大
き
い
ほ
ど

「
上
昇
す
る
」と
し
た
割
合
が
高
く
な
り

ま
し
た
。全
国
的
に
最
低
賃
金
が
上
昇

す
る
な
か
で
、規
模
が
大
き
い
経
営
体

ほ
ど
賃
上
げ
を
進
め
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。�

　

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
を
含
む
調
査

結
果
に
関
す
る
資
料
は
、日
本
公
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

「
日
本
公
庫 

食
品
産
業
動
向
調
査
」ま

た
は「
日
本
公
庫 

農
業
景
況
調
査
」で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

（
情
報
企
画
部
　

�

本
松 

空
良
・
高
田 

圭
介
）

食品産業動向
調査

農業景況調査

【
食
品
産
業
動
向
調
査
／
調
査
概
要
】

●
調
査
時
点

　

２
０
２
５
年
７
月

●
調
査
方
法

郵
送
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

●
調
査
対
象

融
資
先
を
含
む
全
国
の
食
品
関
係
企
業（
製
造

業
、卸
売
業
、小
売
業
、飲
食
業
）６
８
２
２
社

●
有
効
回
答
数

２
３
２
５
社（
回
収
率
34
・
１
％
）う
ち
、食
品

製
造
業
１
４
６
５
社
、食
品
卸
売
業
６
０
５
社
、

食
品
小
売
業
１
９
１
社
、飲
食
業
64
社

【
農
業
景
況
調
査
／
調
査
概
要
】

●
調
査
時
点

　

２
０
２
５
年
７
月

●
調
査
方
法

調
査
票
に
よ
る
郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

●
調
査
対
象

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
／
農
業
改
良
資
金
融
資
先　

計
２
万
１
９
４
先

●
有
効
回
答
数

５
２
０
１
先（
回
収
率
25
・
８
％
）

※
１
：�

本
文
中
に
あ
る
▲
は
、マ
イ
ナ
ス
を
示
し
ま

す
。

※
２
：�

Ｄ
Ｉ（D

iffusion Index 
＝ 
動
向
指
数
）は
、

前
年
と
比
較
し
て
、「
よ
く
な
っ
た（
上
昇

す
る
）」と
回
答
し
た
割
合
か
ら「
悪
く

な
っ
た（
下
落
し
た
）」と
回
答
し
た
割
合

を
差
し
引
い
た
数
値
で
す
。た
だ
し
、食
品

産
業
動
向
調
査
に
お
け
る
景
況
Ｄ
Ｉ
は
、

売
上
高
Ｄ
Ｉ
、経
常
利
益
Ｄ
Ｉ
、資
金
繰
り

Ｄ
Ｉ
を
単
純
平
均
し
た
値
で
す
。ま
た
同

調
査
に
お
け
る
雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、「
不
足

で
あ
る
」と
回
答
し
た
割
合
か
ら「
過
剰
で

あ
る
」と
回
答
し
た
割
合
を
差
し
引
い
た

数
値
で
す
。

※
３
：�

文
章
中
に
あ
る
構
成
比
は
小
数
点
第
２
位

以
下
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、各
種

合
計
値
が
合
わ
な
い
ま
た
は
１
０
０
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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農業全体

「上昇している」が特に増加した業種① 「上昇している」が特に増加した業種②

※直近１年の変化は「上昇している・ほとんど変わらない・低下している」
　今後１年の見通しは「上昇する・ほとんど変わらない・低下する」の３択で聞いたもの

直近１年の変化（2024年）

直近１年の変化（25年）

今後１年の見通し（25年）

稲作（北海道）：直近１年の変化（2024年）

稲作（北海道）：直近１年の変化（25年）

稲作（北海道）：今後１年の見通し（25年）

稲作（都府県）：直近１年の変化（24年）

稲作（都府県）：直近１年の変化（25年）

稲作（都府県）：今後１年の見通し（25年）

茶：直近１年の変化（2024年）

茶：直近１年の変化（25年）

茶：今後１年の見通し（25年）

酪農（北海道）：直近１年の変化（24年）

酪農（北海道）：直近１年の変化（25年）

酪農（北海道）：今後１年の見通し（25年）

上昇している/上昇する ほとんど変わらない 低下している/低下する 上昇している/上昇する ほとんど変わらない 低下している/低下する

上昇している/上昇する ほとんど変わらない 低下している/低下する

図３　�従業員1人当たりの所定内給与（※）の変化・見通し�
（前回調査との比較）

※所定内給与：通常支払われる月々の賃金（通勤手当等含む）

◆ 「上昇する」が６割超、前回調査比でも増加

常時従業者
数規模区分

基本給や
賞与の
引き上げ

職場環境
設備などの
充実

各種手当
（通勤・住宅
など）の充実

研修制度な
どのキャリア
アップ支援

人事的な
評価制度の
整備

農業全体 66.7 31.1 15.9 9.2 7.2

5人未満 56.1 27.8 12.1 7.6 4.1

5～9人 80.2 33.7 19.8 9.5 7.4

10～19人 85.8 37.4 23.9 14.6 11.6

20人以上 90.1 39.6 24.8 16.4 23.5

表　�労働条件・環境の改善に向けて（直近２〜３年の間で）取
り組んでいること（常時従事者数規模別、抜粋）

◆ 規模が大きいほど、雇用環境の整備に取り組む
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